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――    生生産産シシスステテムム工工学学専専攻攻第第２２期期生生修修了了  －－  
 

海上輸送システム工学専攻主任 多田光男 

生産システム工学専攻主任   藤本隆士 

             ――    平平成成１１９９年年度度のの専専攻攻科科生生のの活活躍躍  ――    
生産システム工学専攻第２期生修了 

平成２０年３月１４日生産システム工学専攻・第２期生の修了式が挙

行されました．修了者は８名で，１２月に実施された学位審査を受験

者した者全員が、審査に見事合格し「学士」の資格を取得しました．

修了後の進路は，就職６名，大学院進学１名，その他１名となってい

ます．専攻科生の進路については，多少，教員のサポートはあるもの

の，学生自らが，志望する企業を選び，企業研究を行い，就職対策を

立てるという，「自ら考えて行動する姿勢」は，本科生とは大きく異な

り，専攻科での２年間で，精神的にも大きく成長したようです． 

 

      生産システム工学専攻第２期生たち 

  生産システム工学専攻２期生の進路状況 

 岡山大学大学院自然科学研究科・機械システム工学専攻 

ＪＦＥスチール福山製鉄所（広島），村田機械（京都） 

菱友システム技術（兵庫），東芝情報システム（神奈川） 

新生ハイテック（兵庫），山陽精機（岡山），その他 

 

専攻科生のための英語キャンプ 

英語によるコミュニケーション能力の向上を目指し，３月１０日から

１３日の４日間，専攻科生を対象に英語キャンプが開催されました.

ネイティブ３名を講師に招き，本校留学生４名とガンバット先生の応

援で無事終了できました．このキャンプで，学生は１日あたり約５時

間英語漬けとなりました．最初は，ネイティブとのコミュニケーショ

ンがうまくとれず多くの学生が苦労していたようですが，留学生のサ

ポートのおかげで，英語に対する恐怖心も徐々に払拭され，随所で笑

い声が聞こえてくるキャンプとなりました．また，今回は初の試みと

して，最終日に，学生が現在取り組んでいる「特別研究」をテーマに

英語でのプレゼンテーションを課しました．専門用語を調べ，自分の

言いたい事をネイティブに伝え，英文を作成していく作業を行った後，

発表前には，発音訓練をネイティブとほぼマンツーマンで行いました．

学生達にとっては，かなり大きな負荷になったようですが，やり終え

たことで達成感を味わうことができ、英語を話すことへの恐怖心は少

しですが，取り除かれたようです．また、本キャンプをきっかけに「こ

れから英語を頑張ろう」という声も聞かれたことは大きな収穫でした。 

 

          英語キャンプのひとこま 

平成１９年度・専攻科生の活躍 

専攻科では，少人数制の特徴を活かし，特別研究を通したより実践的

な「専門技術の習得」と「プレゼンテーション能力の向上」を掲げ教

育を行っています．本年度は様々な場面で専攻科生が活躍しました． 

①全国高専プログラミングコンテスト２００７全国制覇 

「文部科学大臣賞」受賞・桒田 充邦（生産システム１年在学） 

高専本科生とチームを組み，「ネットワーク監視システム「join 

NASS」」の開発に取り組み，見事，高専プロコン・全国制覇に大き

な役割を果しました． 

②機械学会中四国支部学生卒業研究発表会・「優秀発表賞」受賞 

 秦 昴平（生産システム１年在学） 

3 月６日，機械学会中国四国支部主催で開催された学生卒業研究発

表会で，特別研究「ピットを有する厚板の曲げ」について発表を行

い，優れた口頭発表を行った学生員に対してその努力と栄誉をたた

える「優秀発表賞」を受賞しました． 

③電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション（HCG）研究グルー 

プ・「ヒューマンコミュニケーション賞」受賞 

 渡邉文浩（生産システム平成２０年３月修了） 

 特別研究「個人適応型歯音インターフェースの開発とECSへの応用」 

 について学会（HCG）で発表．HCG研究会でH19年度に発表された１

００編あまりの研究論文の中から「ヒューマンコミュニケーション

に関する学問技術の発展に貢献する論文」に選定されました.  

 

       落合校長への受賞報告の様子 


